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民生委員・児童委員だより

編 集 後 記

民生委員・児童委員の中で、児童問題を専門に担当する委員で、小学校区に1名います。
担当区域を持つ民生委員・児童委員と一体となって活動しています。
例えば、虐待やいじめ、不登校、非行など、子どもを取り巻く環境が深刻さをましていますが、

支援が必要な児童とその保護者、妊産婦、ひとり親家庭などの方々のために、学校や児童相談所、地域住民も含めた
ネットワークづくりを推進し、パイプ役として活動しています。主任児童委員にお気軽に相談してください。

民生委員・児童委員は、地域福祉の担い手として、みなさんの相談に応じ、
その生活課題の解決にあたるとともに、

地域全体の福祉増進のための活動にも取り組んでいます。

担当区域内の住民の実態や、福祉ニーズを
日常的に把握します。

地域住民がかかえる問題につい
て、相手の立場になり、親身にな
って相談にのります。

活動を通じて得た問題点や
改善策についてとりまとめ、
必要に応じて民児協をとおし
て関係機関などに意見を提
起します。

社会福祉の制度やサービス
について、その内容や情報を
住民に的確に提供します。

住民の求める生活支援活
動を自ら行い、支援体制
をつくっていきます。

住民が個々の福祉ニーズに応じた福祉サ
ービスが得られるよう、関係行政機関、施
設、団体等に連絡し、必要な対応を促すパ
イプの役割をつとめます。

住民の福祉ニーズに対応し、
適切なサービスの提供が図ら
れるように支援します。

主任児童委員
とは

社会調査の
はたらき

相談の
はたらき

情報提供の
はたらき

連絡通報の
はたらき

調整の
はたらき

生活支援の
はたらき

意見具申の
はたらき

田植えから
　　収穫まで

体験学習

ご存知ですか

「民生委員・児童委員」あなたの町の

民生委員・
児童委員活動の
民生委員・
児童委員活動の

7つの
はたらき
7つの
はたらき

　現在、泉佐野市民児協の広報紙「みまもり」は年2回発行されていますが、より多くの方々に民生委員活動を
理解していただくため、今年度より、その内の1回を全戸配布することになりました。
　福祉関係機関と地域とのパイプ役を担っている民生委員児童委員ですが、また、それぞれの地域内でいろ
んな活動に参加しています。そんな身近な存在を、もっと多くの人々に知ってもらいたいと思っています。　

広報部会一同
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田植え

稲刈り

　令和７年８月２３日（土）、特別養護老人ホーム「泉ケ丘園」の盆踊りに、高
齢福祉部会の５名で大会運営のお手伝いとして参加しました。
　コロナ禍で、しばらく中止されていましたが、今年は「泉ケ丘園」の５０周年
と重なり、会場は多くの参加者や見物の人たちで賑わいました。
　泉ケ丘こども園の園児のみなさんの踊りに始まり、河内家菊水丸師匠の見
事な音頭取り、続いて佐野くどきの踊りと楽しい時間を過ごしました。
　私たち民生委員の応援部隊は、ゲームコーナーで園児と保護者のみなさ
んがするスーパーボールすくい、ヨーヨー釣りなどのお手伝いをしました。
　はじめての参加でしたが、そろいの浴衣で踊っている姿をながめていると、
自分の小さかった頃の昭和の時代をなつかしく思い出されて、心がいやされ
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　（高齢福祉部会　松浪　博）

　各校区の民生委員児童委員は、それぞれの学校の現状
を把握するために年一回学校との懇談会を行っています。
　学校関係者および教育委員会と民生委員児童委員が
情報を共有するためのもので、泉佐野市内の小学校13校
・中学校5校の各学校において、今年度も4月から7月の間
に開催されました。
　まず、学校側からいじめ・不登校・遅刻などの現状につい
ての報告があり、それらの解決策など今後の取り組みに向
けた意見交換が行われました。その中でも特に「いじめ」に
ついてですが、SNSによるトラブルは低学年でも起きてい
て見つけにくいのが問題となっています。
　私たち民生委員児童委員は、これらの現状を把握して問
題を少しでも解決できるよう、より一層 力を注いでいけたら
と思っています。　　　　（児童福祉部会　瀬戸口 礼二）

　私たち子育て部会には、「人形劇サークル」と「手作りサ
ークル」のふたつの班があります。
　手作り班では、毎年開催される「親と子のふれあい人形
劇のつどい」に来てくだる就学前のお子さん達へのお土産
を作っています。
　毎年、何を作ろうか悩みますが、今年は上履き入れを作
ることにしました。昨年までは、人形劇の公演が午前の部・
午後の部と２回あったので200個ほど作っていましたが、今
年は、午前の部だけになり予定数を150個に減らしました。
月2回集まって作るのですが、それでも間に合わず、OBの
民生委員の方にも助けていただいて、何とか150個を仕上
げることができました。
　今年も皆さんに喜んでいただけたことを嬉しく思っていま
す。　　　　　　　　　　　（子育て部会　 中島 博子）

こうべ

令和7年度
民生委員児童委員と
学校関係者との
懇談会

11月10日（月）AM9:00～長坂小学校にて

笑顔あふれる泉ケ丘盆踊り

今年は「上履き入れ」
～手作りサークル～

長坂校区では、民生委員児童委員協議会前会長の中西常泰氏が中心とな
り約30年前より地区の子どもたちに、田植えから収穫するまでを体験しな
がら「お米の大切さを学んでもらおう」と毎年この活動が行われています。

6月5日（木）朝からまぶしいぐらいの日差しの中、大阪市立長橋小学校 5年生23
名、泉佐野市立長坂小学校 5年生44名、下瓦屋こども園 園児13名、近隣の子ども
さん（事前申し込み）数名が参加して、田植え体験学習が行われました。
最初に、中西会長が児童の前で人間の成長をお米の成長に例えて「米は、いろいろ
な人の手を借りて成長します。そして、一粒一粒大切に人の口に入ります。人間も
また、いろいろな人に支えられながら成長してゆきます。そして、社会の役に立つ
人になってください！」と話され、さらに「稲は成長するにつれて稲穂が色づき、自分
の重みで穂先が地面に垂れていきます。人も成長して偉くなればなるほど、他人に
対して謙虚にならなくてはいけません」と話されていました。

10月9日（木）上空には雲ひとつない青空の下、恒例の稲刈りが行われました。
長橋小学校・長坂小学校の児童たち、そして、下瓦屋こども園の園児たちの手で植
えられた苗も4ヶ月が経ち、黄金色に成長した稲穂が頭を垂れていました。
子どもたちは、自分が田植えをし、そして、育った稲を目を輝かせながら順番に鎌
で刈っていきました。
次に、児童たちと中西会長との質疑応答が行われました。
質問　稲刈りに、どれくらいの時間がかかりますか？
回答　稲刈りは、400坪の田で、手刈りでは7～8人で丸一日かかります。今では、
　　　コンバインによって約2時間で収穫できます。
質問　どれくらい収穫されるのですか？
回答　収穫量は30kgの袋が約20袋で600kgぐらいです。
質問　稲を育てるなかで、大変なことはなんですか？
回答　稲を育てる上で「水の管理」が大事になってきます。そして、これは大変な
　　　作業でもあります。　
児童たちは、自分たちで稲刈りをし、米を作ることの大変さを学んだと思います。
そして、皆さん充実した様子で帰って行きました。

５年生の児童たちの手で収穫されたお米を羽釜で炊き上げ、皆でおにぎりを握っ
て美味しくいただきました。田植え・稲刈りを通して、子どもたちは、地域の人たち
への感謝とお米のありがたさを感じていると思います。

収穫祭

手作りサークルのみなさんと
作品の「上履き入れ」

第
3
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の
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子
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ひねの子育てサロン
「ほほえみ」 地域に広がる子育ての輪

　ひねの子育てサロン「ほほえみ」は、就学前の乳幼児を
対象に、毎月第３水曜日午前中、日根野公民館で開催して
います。ひねのこども園の御協力を頂き、主任児童委員、
民生児童委員、子育てボランティア、町会長、更生保護女
性会の皆さんがスタッフとなり活動しています。スタッフ
は参加者に積極的に声をかけて、話しやすい雰囲気作りに
努め、子育ての悩みや相談を受けることもあります。

　ひとり暮らし高齢者の「ほほえみ交流会」を、令和7年10月25日（土）南部市民交流センターにて
開催しました。前年度からの送迎バス利用で、参加者の送迎は今年もスムーズでした。

そしてメインイベントは
ボランティア マジック同好会のマジック
ショーを楽しみました。参加者181名、
皆さん笑顔でご鑑賞いただきました。

　また、季節の行事を大切にとの思いから、10月は小運動
会、12月はクリスマス会を企画し、今年度も小運動会で、
アンパンマン達の箱車に乗って引っ張ってもらい、追いか
け玉入れやバルーンをして、いつもの多目的室が歓声に
包まれました。子どもたちが元気に伸び伸びと育ち、子育
て中の親たちが、日頃の疲れや悩みが改善され、気持ちが
明るくなるようにと願って活動をしています。

　「ほほえみ」では、ふれあい遊び、おもちゃの製作、絵本の読み聞かせなどをし、ボールプールや滑り台を用意し
て思いっきり身体を動かす日も作っています。赤ちゃんは、できるだけスタッフが抱っこをして、有資格者がベビ
ーマッサージをするなど、親子でゆったりと過ごしてもらいます。

ふ
れ
あ
い
遊
び

小
運
動
会

遊具でハッピー(^o^)

おもちゃ作り

バスから降りる参加者をお出迎え 受付もスムーズに！

主催者挨拶 第３地区濱野地区長

千代松市長の挨拶 福祉協議会 西願会長

マジック同好会の皆さん

第3地区　ほほえみ交流会第3地区　ほほえみ交流会
第三地区民児会
末広校区／日根野校区
長南校区／上之郷校区
大木校区

様々な素晴らしいマジックをご披露いただきました。
ありがとうございました。

民
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♪
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ありがとうござい
ました！

3年間、地区長お疲れ
さまでした！

　令和7年10月19日(日)、長い夏が過ぎ爽やかな好
天に恵まれたこの日、ひとり暮らし高齢者295名を迎
え、クラシックコンサートさながらの時間を日新小学
校にて過ごしました。活動50周年を迎える木管アン
サンブルグループ「ルノン」による演奏、非日常の穏
やかな空気感、私たちは心地よい音色に聞き入って
しまいました。　　　　　　　　　 

　ひとり暮らし高齢者「さわやか交流会」が11月8日（土）エブノ泉の森ホールのレセプションホールにて
午前の部と午後の部に分けて開催されました。参加者は、合わせて290名でした。
　トンキーカルテットの皆さんによるヴァイオリン演奏が披露され、その美しい音色に来場者のみなさん
は耳を傾けていました。また、豪華賞品が当たる福引きなどで会場はたいへん盛り上がりました。

一つ一つの楽器の音色を奏でながら、指揮の高橋さんが
とても分かりやすく楽器の紹介と楽曲の説明をしてくだ
さいました。
・フルート2種、ビートロはフルートの小さいの感じの楽
器
・見た目がフルートとよく似たオーボエ
・気持ちを息に乗せて演奏する金管楽器ホルン　
・意外と重いクラリネット
・スペイン語で箱という意味の打楽器カホン

最後に「幸せなら手を叩こう」を会場全員で歌いながら、
手をたたいたり、足を鳴らしたり、声を出して笑ったり。
アンコールでは「ふるさと」を大合唱しました。

　第一地区民児会地区長の吉増です。「ふれあい交流会」に今年も大勢の方にご参
加いただきありがとうございました。
　毎年、皆様に楽しんでいただけるように、民生委員児童委員が一丸となって準備
をしてまいりました。三年間、交流会当日はお天気も良く、ケガをする人もなく開催
できた事に感謝いたします。これからも、皆さん元気にお顔をみせてください。

中央に写る4人は府立和泉高校の卒業生。
そのご縁で今回の企画が進められました。

第１部は「パッヘルベルのカノン」
　　　　「ハイドン五重奏」
第２部はボーカルの外畑さんの歌声を管弦の演奏にのせて、
お馴染みの歌謡曲を何曲も

留袖をリメイクした
素敵なドレス

クラリネット独奏
（指揮の高橋先生）

福祉協議会　西願会長の挨拶 千代松市長の挨拶 家治地区長の開会の挨拶

トンキーカルテットによる「ヴァイオリンコンサート」

ワクワクドキドキ受付 皆さんお楽しみの豪華賞品数々の福引

第一地区民児会　日新校区/佐野台校区/北中校区/長坂校区

第１地区 ふれあい交流会第１地区 ふれあい交流会
第二地区民児会
一小校区／二小校区
三小校区／中央校区第2地区 さわやか交流会第2地区 さわやか交流会

　帰り際の「楽しかった
わ～」「ありがとう！」の言
葉に、私たち民生委員児
童委員の心も癒やされ
“来年もがんばろう！”と
いう気持ちになりました。
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童委員の心も癒やされ
“来年もがんばろう！”と
いう気持ちになりました。
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ひねの子育てサロン
「ほほえみ」 地域に広がる子育ての輪

　ひねの子育てサロン「ほほえみ」は、就学前の乳幼児を
対象に、毎月第３水曜日午前中、日根野公民館で開催して
います。ひねのこども園の御協力を頂き、主任児童委員、
民生児童委員、子育てボランティア、町会長、更生保護女
性会の皆さんがスタッフとなり活動しています。スタッフ
は参加者に積極的に声をかけて、話しやすい雰囲気作りに
努め、子育ての悩みや相談を受けることもあります。

　ひとり暮らし高齢者の「ほほえみ交流会」を、令和7年10月25日（土）南部市民交流センターにて
開催しました。前年度からの送迎バス利用で、参加者の送迎は今年もスムーズでした。

そしてメインイベントは
ボランティア マジック同好会のマジック
ショーを楽しみました。参加者181名、
皆さん笑顔でご鑑賞いただきました。

　また、季節の行事を大切にとの思いから、10月は小運動
会、12月はクリスマス会を企画し、今年度も小運動会で、
アンパンマン達の箱車に乗って引っ張ってもらい、追いか
け玉入れやバルーンをして、いつもの多目的室が歓声に
包まれました。子どもたちが元気に伸び伸びと育ち、子育
て中の親たちが、日頃の疲れや悩みが改善され、気持ちが
明るくなるようにと願って活動をしています。

　「ほほえみ」では、ふれあい遊び、おもちゃの製作、絵本の読み聞かせなどをし、ボールプールや滑り台を用意し
て思いっきり身体を動かす日も作っています。赤ちゃんは、できるだけスタッフが抱っこをして、有資格者がベビ
ーマッサージをするなど、親子でゆったりと過ごしてもらいます。

ふ
れ
あ
い
遊
び

小
運
動
会

遊具でハッピー(^o^)

おもちゃ作り

バスから降りる参加者をお出迎え 受付もスムーズに！

主催者挨拶 第３地区濱野地区長

千代松市長の挨拶 福祉協議会 西願会長

マジック同好会の皆さん

第3地区　ほほえみ交流会第3地区　ほほえみ交流会
第三地区民児会
末広校区／日根野校区
長南校区／上之郷校区
大木校区

様々な素晴らしいマジックをご披露いただきました。
ありがとうございました。

民
生
委
員
も
参
加
し
て
マ
ジ
ッ
ク
披
露
の
お
手
伝
い
♪
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実るほど 頭を垂れる 稲穂かな

田植えから収穫まで田植えから収穫まで

体験学習
高齢

福祉部会

児童福
祉

部会
子育て

部会

田植え

稲刈り

　令和７年８月２３日（土）、特別養護老人ホーム「泉ケ丘園」の盆踊りに、高
齢福祉部会の５名で大会運営のお手伝いとして参加しました。
　コロナ禍で、しばらく中止されていましたが、今年は「泉ケ丘園」の５０周年
と重なり、会場は多くの参加者や見物の人たちで賑わいました。
　泉ケ丘こども園の園児のみなさんの踊りに始まり、河内家菊水丸師匠の見
事な音頭取り、続いて佐野くどきの踊りと楽しい時間を過ごしました。
　私たち民生委員の応援部隊は、ゲームコーナーで園児と保護者のみなさ
んがするスーパーボールすくい、ヨーヨー釣りなどのお手伝いをしました。
　はじめての参加でしたが、そろいの浴衣で踊っている姿をながめていると、
自分の小さかった頃の昭和の時代をなつかしく思い出されて、心がいやされ
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　（高齢福祉部会　松浪　博）

　各校区の民生委員児童委員は、それぞれの学校の現状
を把握するために年一回学校との懇談会を行っています。
　学校関係者および教育委員会と民生委員児童委員が
情報を共有するためのもので、泉佐野市内の小学校13校
・中学校5校の各学校において、今年度も4月から7月の間
に開催されました。
　まず、学校側からいじめ・不登校・遅刻などの現状につい
ての報告があり、それらの解決策など今後の取り組みに向
けた意見交換が行われました。その中でも特に「いじめ」に
ついてですが、SNSによるトラブルは低学年でも起きてい
て見つけにくいのが問題となっています。
　私たち民生委員児童委員は、これらの現状を把握して問
題を少しでも解決できるよう、より一層 力を注いでいけたら
と思っています。　　　　（児童福祉部会　瀬戸口 礼二）

　私たち子育て部会には、「人形劇サークル」と「手作りサ
ークル」のふたつの班があります。
　手作り班では、毎年開催される「親と子のふれあい人形
劇のつどい」に来てくだる就学前のお子さん達へのお土産
を作っています。
　毎年、何を作ろうか悩みますが、今年は上履き入れを作
ることにしました。昨年までは、人形劇の公演が午前の部・
午後の部と２回あったので200個ほど作っていましたが、今
年は、午前の部だけになり予定数を150個に減らしました。
月2回集まって作るのですが、それでも間に合わず、OBの
民生委員の方にも助けていただいて、何とか150個を仕上
げることができました。
　今年も皆さんに喜んでいただけたことを嬉しく思っていま
す。　　　　　　　　　　　（子育て部会　 中島 博子）

こうべ

令和7年度
民生委員児童委員と
学校関係者との
懇談会

11月10日（月）AM9:00～長坂小学校にて

笑顔あふれる泉ケ丘盆踊り

今年は「上履き入れ」
～手作りサークル～

長坂校区では、民生委員児童委員協議会前会長の中西常泰氏が中心とな
り約30年前より地区の子どもたちに、田植えから収穫するまでを体験しな
がら「お米の大切さを学んでもらおう」と毎年この活動が行われています。

6月5日（木）朝からまぶしいぐらいの日差しの中、大阪市立長橋小学校 5年生23
名、泉佐野市立長坂小学校 5年生44名、下瓦屋こども園 園児13名、近隣の子ども
さん（事前申し込み）数名が参加して、田植え体験学習が行われました。
最初に、中西会長が児童の前で人間の成長をお米の成長に例えて「米は、いろいろ
な人の手を借りて成長します。そして、一粒一粒大切に人の口に入ります。人間も
また、いろいろな人に支えられながら成長してゆきます。そして、社会の役に立つ
人になってください！」と話され、さらに「稲は成長するにつれて稲穂が色づき、自分
の重みで穂先が地面に垂れていきます。人も成長して偉くなればなるほど、他人に
対して謙虚にならなくてはいけません」と話されていました。

10月9日（木）上空には雲ひとつない青空の下、恒例の稲刈りが行われました。
長橋小学校・長坂小学校の児童たち、そして、下瓦屋こども園の園児たちの手で植
えられた苗も4ヶ月が経ち、黄金色に成長した稲穂が頭を垂れていました。
子どもたちは、自分が田植えをし、そして、育った稲を目を輝かせながら順番に鎌
で刈っていきました。
次に、児童たちと中西会長との質疑応答が行われました。
質問　稲刈りに、どれくらいの時間がかかりますか？
回答　稲刈りは、400坪の田で、手刈りでは7～8人で丸一日かかります。今では、
　　　コンバインによって約2時間で収穫できます。
質問　どれくらい収穫されるのですか？
回答　収穫量は30kgの袋が約20袋で600kgぐらいです。
質問　稲を育てるなかで、大変なことはなんですか？
回答　稲を育てる上で「水の管理」が大事になってきます。そして、これは大変な
　　　作業でもあります。　
児童たちは、自分たちで稲刈りをし、米を作ることの大変さを学んだと思います。
そして、皆さん充実した様子で帰って行きました。

５年生の児童たちの手で収穫されたお米を羽釜で炊き上げ、皆でおにぎりを握っ
て美味しくいただきました。田植え・稲刈りを通して、子どもたちは、地域の人たち
への感謝とお米のありがたさを感じていると思います。

収穫祭

手作りサークルのみなさんと
作品の「上履き入れ」

第
3
中
学
校
の
懇
談
会
の
様
子
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民生委員・児童委員だより

編 集 後 記

民生委員・児童委員の中で、児童問題を専門に担当する委員で、小学校区に1名います。
担当区域を持つ民生委員・児童委員と一体となって活動しています。
例えば、虐待やいじめ、不登校、非行など、子どもを取り巻く環境が深刻さをましていますが、

支援が必要な児童とその保護者、妊産婦、ひとり親家庭などの方々のために、学校や児童相談所、地域住民も含めた
ネットワークづくりを推進し、パイプ役として活動しています。主任児童委員にお気軽に相談してください。

民生委員・児童委員は、地域福祉の担い手として、みなさんの相談に応じ、
その生活課題の解決にあたるとともに、

地域全体の福祉増進のための活動にも取り組んでいます。

担当区域内の住民の実態や、福祉ニーズを
日常的に把握します。

地域住民がかかえる問題につい
て、相手の立場になり、親身にな
って相談にのります。

活動を通じて得た問題点や
改善策についてとりまとめ、
必要に応じて民児協をとおし
て関係機関などに意見を提
起します。

社会福祉の制度やサービス
について、その内容や情報を
住民に的確に提供します。

住民の求める生活支援活
動を自ら行い、支援体制
をつくっていきます。

住民が個々の福祉ニーズに応じた福祉サ
ービスが得られるよう、関係行政機関、施
設、団体等に連絡し、必要な対応を促すパ
イプの役割をつとめます。

住民の福祉ニーズに対応し、
適切なサービスの提供が図ら
れるように支援します。

主任児童委員
とは

社会調査の
はたらき

相談の
はたらき

情報提供の
はたらき

連絡通報の
はたらき

調整の
はたらき

生活支援の
はたらき

意見具申の
はたらき

田植えから
　　収穫まで

体験学習

ご存知ですか

「民生委員・児童委員」あなたの町の

民生委員・
児童委員活動の
民生委員・
児童委員活動の

7つの
はたらき
7つの
はたらき

　現在、泉佐野市民児協の広報紙「みまもり」は年2回発行されていますが、より多くの方々に民生委員活動を
理解していただくため、今年度より、その内の1回を全戸配布することになりました。
　福祉関係機関と地域とのパイプ役を担っている民生委員児童委員ですが、また、それぞれの地域内でいろ
んな活動に参加しています。そんな身近な存在を、もっと多くの人々に知ってもらいたいと思っています。　

広報部会一同


